
大
量
の
土
砂
が
窯
を
覆
う

　

当
日
集
合
場
所
の
八
幡
西
区
を
7

時
に
出
発
し
、
飯
塚
を
抜
け
て
、
国

道
211
号
線
に
入
り
嘉
麻
峠
を
超
え

て
、
8
時
30
分
過
ぎ
に
は
東
峰
村
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
小
石
原

焼
伝
統
産
業
会
館
に
到
着
し
ま
し

た
。

　

小
石
原
で
は
約
半
数
以
上
の
窯
元

が
被
災
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
今
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
た
の
は
、
そ
の
内

の
一
つ
高
取
焼
と
言
う
窯
元
で
す
。

裏
山
が
崩
れ
て
い
て
、
窯
の
上
に
大

量
の
土
砂
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
そ
の

土
砂
の
撤
去
作
業
を
し
ま
し
た
。
窯

が
使
用
出
来
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
の
を
、
手
作
業
で
、
土
の
う
袋
に

土
を
入
れ
て
運
び
出
す
作
業
を
延
々

　

私
が
所
属
し
て
い
る
環
境
局
で
は
、

朝
倉
市
か
ら
要
請
が
あ
り
7
月
15
日

（
土
）
に
仮
置
き
場
の
ゴ
ミ
の
処
理
の

た
め
に
、
26
台
の
パ
ッ
カ
ー
車
で
被

災
ゴ
ミ
の
処
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
時
初
め
て
被
害
の
凄
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
、
復
興
に
は
時
間
が
か

先
日
国
立
競
技
場
を
建

設
し
て
い
た
労
働
者
が

「
過
労
自
殺
」
し
ま
し

た
◆
20
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
『
持
続
可

能
性
に
配
慮
し
た
運
営
』
を
行
う
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は「
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
環
境
」
に
加
え
て
、
人

権
や
労
働
環
境
に
配
慮
す
る
と
の
一

文
も
あ
り
ま
す
◆
し
か
し
、
日
本
は

労
働
時
間
に
関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
を

批
准
し
て
ま
せ
ん
。
労
働
力
の
「
持

続
可
能
性
」
と
は
、子
ど
も
を
産
み・

育
て
、
新
し
い
労
働
力
を
創
り
出
す

ま
で
健
康
で
文
化
的
に
く
ら
せ
る
労

働
環
境
で
は
（
赤
子
）

　

7
月
5
日
北
部
九
州
が
豪
雨
に
見
ま
わ
れ
ま
し
た
。
河
川
の
氾
濫
、

大
量
の
流
木
、
交
通
の
寸
断
、
家
屋
へ
の
被
害
。
現
在
、
死
者
36
名
行

方
不
明
者
5
名
の
大
変
大
き
な
災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
津
村
副
執
行
委
員

長
が
、
職
場
の
仲
間
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
被
災
地
の
現
状
を

報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

か
る
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

　

職
場
に
戻
り
、
熊
本
地
震
の
時
に

一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
仲

間
に
現
状
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
28
日

（
金
）
に
東
峰
村
に
行
こ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
私
を
含
め
て
4
人
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

継
続
支
援
を
決
意

継
続
支
援
を
決
意

九州北部
豪　雨

大量の土砂や流木が川に流れ込んでいる

土砂を運び出すボランティア

と
行
い
ま
し
た
。

　

一
日
で
は
と
て
も
終
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
窯
元
の
奥
さ
ん
は
、
随

分
片
付
い
た
と
涙
を
流
し
な
が
ら
お

礼
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
作
業
は
き

つ
か
っ
た
で
す
が
、
少
し
で
も
役
に

立
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
作
業
し
た
小
石
原
は
上
流
地

域
で
し
た
が
、
下
流
の
方
は
も
っ
と

悲
惨
な
状
態
だ
と
セ
ン
タ
ー
の
職
員

か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
復
興
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
日
帰
り
が
可
能
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

継
続
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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7
月
に
市
職
労
本
部
役
員
選
挙

を
行
い
、
8
月
か
ら
1
年
間
の
市

職
労
２
０
１
８
年
度
執
行
部
役

員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。
役
員

の
任
務
分
担
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　

今
年
2
月
に
厚
生
労
働
省
が
、

労
働
時
間
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
、
そ
れ
を
受
け
、

総
務
省
が
各
自
治
体
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
関
す
る
通
達
を
出
し
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
「
労

働
時
間
等
設
定
改
善
委
員
会
等
の

労
使
協
議
組
織
を
活
用
」
と
あ
り

ま
す
。
市
職
労
は
、
こ
の
よ
う
な

委
員
会
の
設
置
を
当
局
に
求
め
、

す
べ
て
の
職
場
で
サ
ー
ビ
ス
残
業

が
根
絶
さ
れ
る
よ
う
、
働
き
方
の

改
善
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
む

な
ど
、
職
員
全
員
が
、
笑
顔
で
出

勤
し
て
、
笑
顔
で
帰
れ
る
職
場
の

実
現
に
向
け
活
動
し
ま
す
。

　

下
段
は
、
各
任
命
権
者
の
安
全

衛
生
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

●
中
央
労
働
安
全
衛
生
委
員
会

前
田
一
樹
（
小
倉
北
区
保
護
第
一

課
）
中
尾
栄
次
（
建
築
都
市
局
住

宅
整
備
課
）
津
村
和
彦
（
新
門
司

環
境
セ
ン
タ
ー
）

●
本
庁　

中
尾
栄
次
、
堀
口
基
規

●
門
司
区　

田
中
健
二
、
門
井
妙

●
小
倉
北
区　

西
坂
隆
治
、
堀
内

美
佳
、
向
江
健
太
郎

●
小
倉
南
区　

早
田
幸
二
、
唐
野

昭
彦
、
内
村
政
彦
、
柿
本
美
穂

●
若
松
区　

三
浦
真
也
、
田
原
裕

子
、
安
部
由
紀
子

●
八
幡
東
区　

宇
川
誠
二
、
上
田

毅
、
三
嶋
宗
男
、
青
木
美
穂

●
八
幡
西
区　

本
松
潔
、
真
島
裕

子
、
工
藤
深
雪

●
戸
畑
区　
髙
橋
佑
太
、
榎
田
由

利
江
、
伊
藤
綾

●
港
湾
空
港
局　

東
志
保
、
益
本

真
紀

●
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

諸
冨
真
理　

●
ウ
ェ
ル
と
ば
た　

中
村
知
英
、

竹
田
百
合
子　

●
上
下
水
道
局　

三
好
政
成
、
加

藤
秀
則
、
川
野
年
康
、
出
口
誠

●
教
育
委
員
会　

永
倉
久
恵
、
村

上
剛　

●
環
境
局　

茂
岡
正
樹
、
小
畑
照

亘●
病
院
局　

西
川
良
幸
、
浅
田
め

ぐ
み
、
松
田
ユ
リ
、
磨
田
か
お
る

　

１
９
５
８
年
の
開
始
以
来
、
国

民
平
和
大
行
進
は
、
雨
の
日
も
酷

暑
の
日
も
「
核
兵
器
廃
止
を
願

い
」
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
国
連
で
「
核
兵
器
が

二
度
と
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
」
こ
と

を
強
調
し
、「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
が
７
月

７
日
に
１
２
２
ヵ
国
の

賛
同
で
採
択
さ
れ
、
秋

の
国
連
総
会
に
報
告

さ
れ
よ
う
と
す
る
中
で

の
行
進
と
な
り
、
参

加
者
を
勇
気
づ
け
て
い

ま
す
。

　

７
月
17
日
に
広
島
か

ら
長
崎
へ
と
向
か
う
行

進
団
が
門
司
に
到
着

し
、
門
司
駅
で
は
「
大

川
う
た
う
会
」
が
平

和
の
歌
声
で
歓
迎
を

し
ま
し
た
。
門
司
の
行
進
団
に
は
、

連
合
の
仲
間
も
参
加
し
、
運
動
の

広
が
り
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

19
日
は
、
八
幡
東
区
の
荒
手
バ

ス
停
か
ら
黒
崎
駅
ま
で
、
炎
天
下

の
中
、
４
人
の
通
し
行
進
者
と
平

和
への
願
い
を
込
め
歩
き
ま
し
た
。

　

黒
崎
駅
で
は
、
八
幡
西
区
長
か

ら
の
冷
た
い
お
し
ぼ
り
の
差
入
や
激

励
の
あ
い
さ
つ
に
元
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
歓
迎
集
会
で
は
、
通
し

行
進
者
の
お
一
人
、
韓
国
か
ら
参

加
し
た
大
学
生
イ
・
ジ
ェフ
ァ
ン
さ

ん
が
、「
６
月
初
め
に
古
里
原
発
１

号
機
が
稼
働
停
止
。
脱
原
発
を
か

か
げ
た
大
統
領
が
誕
生
し
た
成
果
。

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
行
進
す
る
」

と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
に
は
、
広
島
・
長
崎

を
繋
ぐ
「
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
」
の

ラ
ン
ナ
ー
が
、
北
九
州
市
を
通
過

し
ま
し
た
。
市
役
所
前
で
は
、
冷

た
い
フ
ル
ー
ツ
で
激
励
し
、
核
兵
器

廃
絶
の
願
い
を
込
め
た
折
鶴
を
ラ
ン

ナ
ー
に
託
し
ま
し
た
。（
永
冨
）

　　
で
出
勤
し
て　

で
帰
れ
る
職
場
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
！

核兵器廃絶に向け一歩一歩

八
幡
西
区
長
が
歓
迎
挨
拶

門
司
駅
で

　
歌
声
の
歓
迎

イ・ジェファンさ
ん（右）

千羽鶴の贈呈

 ２０１８年度本部役員任務分担表

組織統括 重野幸介

組織部 真島裕子、前田一樹、坂内洋一

賃金部 西坂隆治、前田一樹、坂内洋一

労安部 津村和彦、前田一樹、永野忠幸

自治研部 三浦真也、懸谷容美、藤井あい
三宅裕美

教宣部 前田一樹、坂内洋一

平和部 永野忠幸、野村善隆                      

一般評議会 西坂隆治、三宅裕美

現業評議会 津村和彦、懸谷容美、野村善隆

病院評議会 藤井あい

水道評議会 永野忠幸

笑顔笑顔

笑顔笑顔



 

人
事
院
は
8
月

8
日
、
月
例
給
で

は
初
任
給
で
１
０

０
０
円
、
若
年
層

に
つ
い
て
も
同
程

度
、
そ
の
他
は
最

低
で
も
４
０
０
円

の
引
き
上
げ
、
一

時
金
に
つ
い
て
は

０
．
１
月
の
引
き

上
げ
を
勧
告
し
ま

　

８
月
の
６
・９
行
動
は
、
８
日
に

小
倉
の
勝
山
橋
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
72
年
前
に
八
幡
で
大

空
襲
が
あ
っ
た
日
、
そ
し
て
翌
９

日
は
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
た
日
で
す
◆
部
活
の
仲
間
と
買

い
物
に
来
て
い
た
中
学
生
の
一
団

や
、
以
前
長
崎
に
住
ん
で
い
た
と

い
う
女
性
の
方
な
ど
多
く
の
方
が

署
名
し
て
下
さ
い
ま
し
た
◆
７
月

の
国
際
会
議
で
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
大
き

な
前
進
で
す
。
し
か
し
、
核
保
有

国
や
日
本
は
こ
の
会
議
を
欠
席
し

て
い
ま
す
。「
核
兵
器
は
い
ら
な
い
」

こ
と
を
国
際
的
な
世
論
と
し
、
核

保
有
国
に
態
度
を
改
め
さ
せ
る
た

め
に
も
署
名
は
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
◆
９
月
は
６
日
（
水
）
の
夕

方
黒
崎
駅
前
で
行
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

催
し
も
の
情
報

９条の会９条の会

　

７
月
29
日（
土
）労
健
連
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
が
55
人
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
最
初
に
、

今
年
行
っ
た
３
期
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ａ
Ｎ
塾

生
に
、
終
了
証
を
渡
す
終
了
式
を

行
い
ま
し
た
。　

働
き
方
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク

働
き
方
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク

　

参
加
組
織
の
建
設
業
・
医
療
・

学
校
・
公
務
の
職
場
か
ら
働
き
方

の
問
題
点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
人
親
方
化
さ
れ
る
建
設
業
の

実
態
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
恒
常
化

し
て
い
る
医
療
現
場
、
教
職
員
の

ブ
ラ
ッ
ク
部
活
の
実
態
な
ど
が
、

リ
ア
ル
に
報
告
さ
れ
、
問
題
点
を

共
有
し
ま
し
た
。

自
分
の
生
活
時
間
を
取
り
戻
す

自
分
の
生
活
時
間
を
取
り
戻
す

　

井
下
弁
護
士
は
、
安
倍
内
閣

が
す
す
め
る
「
働
き
方
改
革
」

の
詐
欺
的
な
中
身
、
今
年
１
月

に
出
さ
れ
た
「
未
来
投
資
戦
略

２
０
１
７
」
が
掲
げ
る
「
働
き
方

改
革
」
は
「
生
産
性
の
向
上
と
新

し
い
価
値
総
出
力
の
強
化
」
〜
企

業
が
世
界
で
一
番
活
動
し
や
す
い

国
へ
と
し
て
お
り
、
労
働
者
の
権

利
を
奪
う
も
の
で
す
。
長
時
間
労

働
規
制
１
０
０
時
間
は
、
結
局
過

労
死
（
推
進
）
基
準
で
あ
り
、
非

正
規
雇
用
対
策
の
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」は
絵
に
描
い
た
餅
で
す
。

　

家
族
的
責
任
を
果
た
す
働
き

方
、
家
族
と
共
に
過
ご
す
働
き
方

「
日
曜
日
の
パ
パ
は
僕
の
も
の
」

に
あ
る
よ
う
に
、
世
界
的
に
も
異

常
な
日
本
の
長
時
間
労
働
、
国
際

通
用
語
と
な
っ
た
「
カ
ロ
ー
シ
」

人
が
壊
れ
る
と
（
う
つ
病
な
ど
）

な
か
な
か
元
に
戻
ら
な
い
。「
生

活
時
間
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
自
分

た
ち
の
生
活
時
間
を
取
り
戻
す
」

社
会
を
変
え
る
大
き
な
運
動
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

―
８
月
―

●
19
日
（
土
）
14
時
～

【 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九

州
ネ
ッ
ト
学
習
集
会
】

生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

●
25
日
（
金
）
～
29
日
（
火
）

【 

自
治
労
連
第
38
回
定
期
大
会
及

び
事
前
大
会
】

 

in
埼
玉

―
９
月
―

●
２
日
（
土
）
～
３
日
（
日
）

【 

自
治
労
連
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
定
期

大
会
】

 

博
多
九
州
ビ
ル

●
９
日
（
土
）

【
調
理
員
部
会
総
会
】　
　

本
部

家
族
と
共
に
人
間
ら
し
く
働
く

人
間
が
壊
れ
る
と
な
か
な
か
元
に
戻
ら
な
い

　
労
健
連
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル 

＆
第
３
期
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ａ
Ｎ
塾
終
了
式

井下　顕弁護士（六本松総合法律）

第１４５回市職労定期大会第１４５回市職労定期大会
日　時 ９月２３日（土・祝）
 ９：１５受付　９：３０開会
場　所 生涯学習総合センター

代議員の皆さんの参加を
お願いいたします。

し
た
。

　

４
年
連
続
の
プ
ラ
ス
勧
告
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
ま
で

の
「
現
給
保
障
」
が
終
了
す
る
と
、

大
半
の
職
員
が
実
質
賃
下
げ
と
な

り
、
生
活
改
善
に
は
ほ
ど
遠
い
内

容
で
す
。
廃
止
さ
れ
る
「
現
給
保

障
」
の
原
資
は
、
本
府
省
業
務
調

整
手
当
の
引
き
上
げ
に
充
て
ら
れ
、

地
域
間
格
差
を
拡
大
さ
せ
ま
す
。

　

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
定

年
延
長
に
向
け
た
制
度
の
検
討
を

口
実
に
、
改
善
が
見
送
ら
れ
ま
し

た
。
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、

本
年
７
月
に
、
勤
勉
手
当
に
相
当

す
る
給
与
の
支
給
に
努
め
る
こ
と

な
ど
指
針
を
改
正
。
各
府
省
を
指

導
し
て
い
く
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
大
都
市
人
事
委
員
会
連

絡
協
議
会
に
対
し
、
生
活
改
善
に

つ
な
が
る
勧
告
を
行
う
よ
う
申
し

入
れ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

人事院勧告人事院勧告４年連続ＵＰも
生活改善につながらない

第
３
８
０
回
中
央
委
員
会

日
時 

９
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　

18
時
15
分
〜

場
所 

生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー



ケッちケッちゃんのんの

前回（2013年）の下町流れ
どっかにワシがいます
今回は身体が持つかなぁ

秘湯迷湯秘湯迷湯
そぞろあるきそぞろあるき

203

ところ
福岡県直方市植木
日　時
9月16日（土）から18日（月）
の三日間（朝 9 時から夜
9時まで）

　

ド
ン
コ
ド
ン
コ
ド
ン
コ
ド
ン
コ

ド
ン
コ
ド
ン
コ
ド
ン
コ
ド
ン
コ
、ド

ド
ン
！
ワ
シ
の
地
元
、
筑
前
植
木

で
は
、毎
晩
、町
内
各
地
で
山
笠
の

太
鼓
や
ザ
イ
振
り
の
威
勢
の
イ
イ

掛
け
声
が
響
く
。お
盆
が
終
わ
り
、

来
月
の
三
連
休
に
催
さ
れ
る
本

番
に
向
け
て
の
練
習
が
始
ま
っ
た
。

各
町
内
の
青
年
た
ち
は
祭
り
の
準

備
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

は
？
温
泉
は
ど
げ
し
た
ん
か

ち
？
も
う
二
ヶ
月
以
上
行
っ
と
ら

ん
と
。あ
る
こ
と
で
単
車
に
乗
る

の
が
怖
く
な
り
、
そ
の
後
も
体
調

が
優
れ
ず
、職
場
の
皆
様
、ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
て
大
変
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

さ
て
植
木
の
山
笠
は
四
年
に
一

度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
遠
方
か

ら
の
帰
省
客
で
、
普
段
は
静
か
な

町
も
大
い
に
賑
わ
う
。五
基
の
山

車
が
三
日
間
を
通
し
て
町
中
を
練

り
歩
く
。沿
道
か
ら
お
花
が
上
が

れ
ば
、ガ
ブ
っ
た
り
、蛇
行
し
た
り
。

た
ま
に
山
車
か
ら
振
り
落
と
さ
れ

る
者
も
。

　

そ
し
て
見
ど
こ
ろ
は
中
日
17
日

（
日
）
午
後
3
時
に
植
木
天
満
宮
を

出
発
す
る
大
名
行
列
。こ
れ
は
幕

末
の
頃
に
、
古
来
の
御
幸
に
参
勤

の
形
を
取
り
入
れ
、
山
笠
と
共
に

供
奉
行
列
に
仕
立
た
も
の
。

　

同
様
の
山
が
立
つ
若
松
二
島
か

ら
越
し
て
き
た
方
も
驚
い
た
筑
前

植
木
の
大
山
笠
。各
地
に
昔
か
ら

残
る
町
内
の
祭
り
の
一
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
9
月
の
三
連
休
に
長

崎
街
道
木
屋
瀬
宿
へ
来
ら
れ
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、ひ
と
つ
橋
を
渡
っ
て

赤
間
街
道
植
木
宿
へ
！

四
年
に
一
度
の
筑
前
植
木
天
満
宮
放
生
会 

　

先
月
は
初
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
受
け

ち
ゃ
い
ま
し
た
！
い
ろ
い
ろ
な
文

化
を
、
今
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

人
生
は
一
回
き
り
だ
し
、
時
の
流

れ
は
速
い
で
す
よ
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

今
年
の
夏
休
み
娯
楽
映
画
は
邦

画
対
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ド
派
手
映
像
合

戦
って
感
じ
？
そ
れ
プ
ラ
ス
良
質
ア
ニ

メ
。
お
好
み
で
。

　
こ
ん
な
と
き
は
昭
和
館
。
目
下
、

昭
和
館
１
で
や
っ
て
い
る
「
ラ
ビ
ン

ズ
愛
と
い
う
名
前
の
ふ
た
り
」と「
ラ

イ
オ
ン
25
年
目
の
た
だ
い
ま
」
の
２

本
立
て
を
今
月
の
イ
チ
オ
シ
に
。
ま

た
、
昭
和
館
２
で
は
26
日
か
ら
今
年

の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
作
の
「
ラ
・

ラ
・
ラ
ン
ド
」
と
「
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

の
２
本
立
て
が
始
ま
り
ま
す
。

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

９
月
17
日
（
日
）
15
時
か
ら
戸

畑
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
凄
い
演
奏

会
が
あ
り
ま
す
。「
御
喜
美
江
×
豊

嶋
泰
嗣
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
」
！
御

喜
さ
ん
は
「
ク
ラ
シッ
ク・ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
界
の

女
王
」
と

称
さ
れ
、

あ
の
コ
パ

さ
ん
の
師
匠
で
彼
も
熱
烈
な
信
奉

者
！
Ｃ
Ｄ
化
し
た
て
の
バ
ッ
ハ
平
均

律
も
演
奏
さ
れ
ま
す
。
豊
嶋
さ
ん

と
の
ピ
ア
ソ
ラ
共
演
も
楽
し
み
！
と

に
か
く
予
定
の
な
い
方
は
是
非
！
チ

ケ
ッ
ト
は
Ｓ
四
千
五
百
円
、
Ａ
三
千

五
百
円
、
25
歳
以
下
二
千
円
！

詳
し
く
は
５
７
１
・
０
２
２
７
へ
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

９
月
は
14
年
の
タ
イ
映
画
「
す

れ
違
い
の
ダ
イ
ア
リ
ー
ズ
」。
水
上

学
校
の
新
米
男
先
生
を
励
ま
す
の

は
前
任
の
女
先
生
の
日
記
。
実
話

を
基
に
し
た
爽
や
か
な
映
画
は
バ
ン

コ
ク
で
百
万
人
を
感
動
さ
せ
ま
し

た
！

20
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

21
日
（
月
）
19
時
小
倉
昭
和
館
１

　

さ
て
、
１
月
ま
で
の
例
会
が
決
ま

り
ま
し
た
。
製
作
国
は
日
、伊
他
、

英
他
、
エ
ス
ト
ニ
ア
他
、
香
港
と
多

彩
！
ぜ
ひ
入
会
を
！
詳
細
は
Ｈ
Ｐ

で
。
9
月　

築
地
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド　

10
月　

ア
ル
ジ
ェ
の
戦
い　

11
月　

 

わ
た
し
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ

レ
イ
ク

12
月　

み
か
ん
の
丘

１
月　

小
さ
な
園
の
大
き
な
奇
跡

　

７
月
29
日
に
第
29
回
全
国
自
治

体
軟
式
野
球
大
会
九
州
予
選
が
北

九
州
市
民
球
場
に
て
、
４
チ
ー
ム
の

参
加
で
熱
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
◆

初
戦
、
北
九
市
職
労
は
福
岡
コ
ロ

ニ
ー
と
対
戦
。
初
回
、
四
球
や
ヒ
ッ

ト
を
重
ね
２
点
を
先
制
。ピッ
チ
ャ
ー

の
好
投
も
あ
り
７
対
２
で
勝
利
し

ま
し
た
◆
決
勝
は
、
唐
津
市
役
所

を
２
対
０
で
破
っ
た
長
崎
市
従
組
と

対
戦
。
初
回
、
死
球
で
ラ
ン
ナ
ー

を
出
し
、
内
野
ゴ
ロ
の
間
に
1
点
を

先
制
さ
れ
ま
し
た
。
対
す
る
北
九

も
４
回
に
四
球
で
ラ
ン
ナ
ー
が
出
る

と
、
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
で
1
点
を

返
し
、
反
撃
か
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
５
回
に
長
崎
が
ヒ
ッ
ト
を
重
ね

一
挙
４
点
を
追
加
し
１
対
６
で
惜
敗

し
ま
し
た
。
◆
長
崎
市
従
組
は
福

島
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
健

闘
を
祈
り
ま

す
。
選
手
・

大
会
運
営
を

さ
れ
た
福
岡

自
治
労
連
・

北
九
市
職
労

の
皆
さ
ま
暑
い

中
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

守備練習をする北九ナイン

野
球
大
会
九
州
予
選

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の


